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Ⅰ　はじめに

我が国には、かつて日蓮が“仏国土”と形
容したように、全国各地域に多くの仏教寺院
が所在する。仏教はその独自の信仰形態のみ
ならず、神道や地域の民間宗教と習合し、各
地の宗教文化の中核を形成している。日本
の仏教宗派は多岐にわたるが、宗派系統別
に宗教法人数をあげると浄土系29,823、禅
系20,779、真言系12,310、日蓮系7,240とな
り、天台系、奈良仏教系なども加え、全国
に74,619の宗教法人、仏教寺院が分布してい
る（宗教年鑑平成19年版）。一方、信者数に
おいては多い順に浄土系1,933万人、日蓮系 

1,540万人、真言系1,015万人となる（宗教年
鑑平成19年版）。日蓮系の数値には複数の有
力な新宗教教団の信者数が含まれるものの、
日本を代表する仏教宗派であることに変わり
はない。そして、その寺院の分布傾向も浄土
系仏教、真言系仏教、禅系仏教1）と同様に、
少なからず特定の傾向が観られる。本論は神
奈川県に立地する日蓮宗寺院を事例として、
その分布形態を明らかにし、形成理由を考察
することを目的とする。

Ⅱ　研究方法

日本における寺院分布に関する研究は望月 
（1930）による地域別の寺院数を扱ったも
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のが嚆矢といえる。その後、内田（1960・
1971）による浄土真宗、禅宗の全国における
分布形態とその形成過程を論じたもの、池上

（1963・1991）による全国の寺院分布、神社分
布を比較考察したものなどがなされてきた2）。
近年では小田（2003）が先行研究等に関する
統計資料の扱いと、日本全国における仏教諸
宗派の分布形態を詳説している。

本論は神奈川県宗教法人名簿、全国寺院名
鑑に記載の各宗教法人を一軒の寺院とみな
し、神奈川県全域におけるその分布状態を調
べた。また、県内においては特に日蓮系寺院
の立地が多い鎌倉市においては、地形等の地
域環境を考慮した現地調査も行った。なお、
本論は分布形態の概説にとどめ、その詳細及
び経年的な視点からの分布形態の考察につい
ては以降の研究課題とする。

Ⅲ　日本における仏教寺院の分布

宗教法人数から日本における仏教宗派の都
道府県別の分布を概観すると、浄土系仏教が
西日本に多く分布し、禅系仏教は東日本に多
く分布している。浄土系仏教は特に北陸、近
畿、九州地方に多く分布し、そのなかでも富
山・石川・福井・岐阜・滋賀県と、広島・山
口・福岡・大分・熊本・鹿児島県に続く地域
においてその卓越性が著しい。禅系仏教は東
北、中部、東海地方に幅広く分布している。
天台・真言系仏教は東関東地方と中国・四国
地域の一部に多く分布している。浄土系仏教
が多い西日本においても、四国の 3 県と岡山・
鳥取県においては真言系仏教と禅系仏教の分
布が卓越する（図 1 ）。

いずれの都道府県においても日蓮系仏教の

図 1　日本における仏教主要宗派別分布
図中の仏教宗派は各都道府県における宗教法人数が最大の宗派

（全国寺院名鑑刊行会1976．『全国寺院名鑑』により作成）
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法人数が首位になることはないが、日蓮系仏
教は千葉・山梨など日蓮とのかかわりの深い
地域に多く分布している。それに、東京・神
奈川・静岡を加えた南関東・東海地域が全国
的に観て、最も分布密度の高い地域といえる。
一方、山梨以北の中部地域や近畿地方南部な
ど山地が卓越する列島中央部では概して分布
も低密度となるが、東北地方や中国地方でも
海に面した各県では高密度となる（図 2 ）。

Ⅳ　神奈川県における日蓮系寺院の分布

₁．現在の分布状況
神奈川県は相模・武蔵野の国として、鎌倉

幕府の開府以前より古代東国の中心地として
知られていた。さらに宗教文化の中心地でも
あり、鎌倉幕府により律宗・禅宗などの諸仏

教の保護がなされ、鎌倉仏教と呼称される新
興仏教の誕生・発展もみられた。相模の中心
都市鎌倉には鶴岡八幡宮をはじめとする諸氏
族の氏寺や庶民の寺、神社などが多数立地し、
いわば宗教都市として発展を遂げ現代に至っ

図 2　日本における日蓮系寺院の分布
図中の着色区分は各都道府県の仏教系宗教法人数に占める日蓮系宗教法人数の割合（α％）による。

（全国寺院名鑑刊行会1976．『全国寺院名鑑』により作成）
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図3　�神奈川県における仏教系宗教法人数の宗派別構成比
（『神奈川県宗教法人名簿 平成20年』により作成）
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図 4　神奈川県における日蓮系寺院の分布
図中の着色区分は各市・郡部の仏教系宗教法人数に占める日蓮系宗教法人数の割合（α％）による。

（『神奈川県宗教法人名簿 平成20年』により作成）
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図 5　神奈川県における禅系寺院の分布
図中の着色区分は各市・郡部の仏教系宗教法人数に占める禅系宗教法人数の割合（α％）による。

（『神奈川県宗教法人名簿 平成20年』により作成）

＜20
20≦ ＜30
30≦ ＜40
40≦ ＜50
50≦ ＜60
60≦

禅系寺院数／仏教寺院総数

（ ％）



神奈川県における日蓮系寺院の分布概要

— � —

図 6　神奈川県における浄土系寺院の分布
図中の着色区分は各市・郡部の仏教系宗教法人数に占める浄土宗教法人数の割合（α％）による。

（『神奈川県宗教法人名簿 平成20年』により作成）
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ている。一方、相模の国、神奈川県は日蓮が
立正安国論を執筆するとともに、布教を開始
した地でもある。また、法難や佐渡流刑、身
延山久遠寺の建設後も関東布教の拠点を、鎌
倉に置いたとされ、死後も後継者たちによる
教線拡大が図られた地である。

現在の神奈川県における仏教系宗教法人数
の宗派別構成比をみると禅系がやや多いもの
の、浄土系、真言系、日蓮系がほぼ20％前
後で並立している（図 3 ）。しかし、その分
布形態は宗派別に大きな違いが観られる。日
蓮系寺院は鎌倉市を中心とした藤沢市、逗子
市の相模湾東岸の諸都市が県内で最も分布密
度が高い。次いで、湾岸部の茅ヶ崎市、小田
原市、足柄下郡、そして横浜市で多くなって
いる。一方、県北西部の相模原市、足柄上郡
では著しく分布密度が低くなる。概して湾岸
諸都市を中心とした県中心部に多く分布し、
内陸部や北西周辺部では分布が少なくなる

（図 4 ）。
禅系寺院の分布は日蓮系と対照的であり、

湾岸諸都市および横浜市、川崎市では少なく、
県北西部の足柄上郡、秦野市、相模原市など
で多い（図 5 ）。特に足柄上郡と秦野市にお
いては60％以上を、曹洞宗を中心とした禅
系が占めている。鎌倉市は禅系の分布は突出
してはいないが、その多くは臨済宗である3）。

県内の浄土系仏教法人数は浄土宗が248、
真宗が121であり、北陸、西日本の浄土真宗
卓越地域とは異なるものである。分布状態は
日蓮系、禅系とも異なり、三浦半島を中心と
した三浦市、横須賀市で多くなっている。ま
た、県東部の川崎市、横浜市でも比較的多い
が、県北西部の足柄上郡、秦野市、相模原市
などではかなり少なくなる（図 6 ）。

₂．主要分布地域
日蓮系寺院の分布は鎌倉市を中心とした相
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模湾東岸の諸都市で多い。特に鎌倉市は日蓮
系寺院が27.4％を占め、県内市・郡部の一位
である。市内の大町（名越）の丘陵部の麓、
材木座の海岸部、そして鎌倉西部の腰越に多
く立地する（図 7 ）。大町（名越）には最初
の日蓮宗寺院で、布教の中心地でもあった比
企谷法華堂（現妙本寺周辺に所在）が所在し、
材木座には海岸部の布教の中心であった浜法
華寺が所在した4）。また、日叡以来、鎌倉の
比企谷、後に本覚寺を身延の拠点として布教
が行われ、浜法華寺等の移転があったものの
日蓮宗寺院の存続や復活もあり、布教の対象
となった町人層や職人・雑人・漁民などの集
まる材木座や、法難の地で有力寺院が所在す
る腰越などの市内周辺部及び平野部で分布が
広がることとなった5）。一方、日蓮宗と信徒
の構成層が重なるとされる浄土宗も平野部に
立地しているが、日蓮宗寺院に比してより平

野部、海岸部側に立地する傾向がある。臨済
宗寺院は建長寺、円覚寺を中心に丘陵部に密
集して立地する。

Ⅴ　考察および小活

神奈川県における日蓮系寺院は鎌倉市を中
心とした藤沢市、逗子市の相模湾東岸の諸都
市に分布の中心があり、次いで、湾岸部の茅ヶ
崎市、小田原市、足柄下郡、そして横浜市に
おいても分布が多い。一方、県北西部の相模
原市、足柄上郡では著しく分布密度が低くな
る。概して湾岸諸都市を中心とした県中心部
に多く分布し、内陸部や北西周辺部では分布
が少なくなる。この様な分布形態を示す理由
として、古くより布教の中心が鎌倉市内の東
側丘陵部周辺にあったことや、町人層や職人・
雑人を布教の対象とした都市型宗教であった
ことがあげられる。なお、本論は神奈川県に

図 7　鎌倉市における主要宗派別寺院の分布
（『神奈川県宗教法人名簿 平成 20 年』『全国寺院名鑑』及び Google マップにより作成）

日蓮宗寺院　

浄土宗寺院　

禅宗寺院　　　（臨済宗）

　　　　　　　（曹洞宗）



神奈川県における日蓮系寺院の分布概要

— � —

おける分布の概要を述べるに留めたが、地域
史、教団史からの考察、寺院立地における他
宗派との関係、経年的な寺院立地の推移につ
いての調査・報告を今後の課題としたい。

注

₁）�『宗教年鑑』および曹洞宗事務局におけ
る禅系仏教信者数の算出方法は他の宗派
と異なるため、論者は『宗教年鑑』に記
載の禅系仏教信者数については過少表記
とみなしている。

₂）�小田（2003）は池上（1963・1991）の執
筆者を藤井正雄としている。

₃）�鎌倉市内に臨済宗寺院の多い理由は、鎌
倉幕府による五山制度の整備に観られる
ような臨済宗の保護・育成があげられる。

₄）�たとえば、村野（1979）、立正大学日蓮
教学研究所（1984）など。

₅）�村野（1979）によると、徳川幕府のキリ
シタン及び不受不施禁制以来、新寺建立
は禁止となり、第二次大戦後まで鎌倉に
おける日蓮宗寺院の減少はあったもの
の、増加はなかった。そのため、現在の
市内の寺院分布状況も江戸期以前にその
概要は形成されている。
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抄　録

神奈川県は全国都道府県の中でも日蓮系寺
院の立地が多い県であるが、分布には一定の
特徴がある。鎌倉市を中心とした藤沢市、逗
子市の相模湾東岸の諸都市に分布の中心があ
り、次いで、湾岸部の茅ヶ崎市、小田原市、
足柄下郡、そして横浜市においても分布が多
い。一方、県北西部の相模原市、足柄上郡で
は著しく分布密度が低くなる。概して湾岸諸
都市を中心とした県中心部に多く分布し、内
陸部や北西周辺部では分布が少なくなる。そ
の理由として鎌倉が布教の拠点の一つであっ
たことと、都市型宗教であったことなどがあ
げられる。

キーワード：�日蓮宗、神奈川県、仏教寺院、
　　　　　　分布




